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－局地的に分布する
　　　　　　　人生儀礼－

年中行事や人生儀礼と呼ばれる民俗の多くは、正

月や盆行事、婚礼や葬式のように、地域ごとに多様

性を持ちつつも、同じ機会に広く全国的に行われて

いるものがほとんどです。

そのような中で、どういう訳か、分布が局地的な

民俗が存在していることがあります。

今回紹介する五十五の団子もその一つで、年
とし

祝
いわ

い、

あるいは厄
やく

年
どし

の一つと考えられる風習です。

年祝いとは、人生の中で特定の年齢となった者を、

その親族や知人・友人などがお祝いするもので、数

え年 61 歳の還
かん

暦
れき

、70 歳の古
こ

稀
き

、77 歳の喜
き

寿
じゅ

、88

歳の米
べい

寿
じゅ

、99 歳の白
はく

寿
じゅ

などは、広く全国で祝われて

います。一方、厄年とは災厄に遭いやすいとされる

年齢で、男性は 25 歳、42 歳、女性は 19 歳、33 歳

が全国的に知られ、厄除けが行われていますが、こ

れとは異なる年齢とする地域もあります。

五十五の団子は、年祝いの行事とも厄年の行事と

も伝えられるもので、埼玉県・群馬県・栃木県の境

界とその周辺地域に限って伝えらえています。

埼玉県内の報告からいくつか拾ってみましょう。

『かわさとの民俗』には、男女とも数え年の 55

歳になると「団子の祝い」といって、兄弟や嫁の実

家を招いて祝ったとあります。一合の米を石臼で挽

いて粉にして、55 個の小さな団子を作ります。団

子にはこしあんを付けます。55歳を迎えた人は、「寿」

と書かれた肌着を着て登場し、団子を一人で食べ、

集まった人々からお祝いされるのです。

一方『埼玉県史』には、旧北川辺町（現在は加須市）

の例として、55 歳は厄年で、娘の嫁ぎ先等の親戚

に招かれてもてなしを受け、そこで茶碗一杯の米粉

で作った 55 個の団子を食べるとあります。

また、行田市の例として、「五十五の祝い」「五十五

の団子」といって、親類・縁者の家に招かれて御馳

走になり、一合分の米粉で作った 55 個の団子が出

され、長寿であることを祝うと共に、中風にならな

いまじないであると書かれています。

他に『熊谷市史』にも五十五の団子として、団子

にあんこが添えられた写真が掲載されています。

この儀礼の背景には、奇数が重なる 55 という数

字が、五節供（5 月 5 日の端午の節供等）と同様に

人生儀礼でも特別視されたことがあると思われま

す。

厄年と年祝いは全く別なものと思われるかもしれ

ませんが、ある年齢を生命力の衰退の年と考えるか、

生命力の更新の年と考えるかの違いであり、地域に

よって同じ年齢が厄年・年祝い・厄年祝いと様々に

呼ばれている例もあります。なお、節供も端
たん

午
ご

の節

供が菖
しょう

蒲
ぶ

湯
ゆ

を伴うように、祝いと祓
はら

いの性格を併せ

持っています。　

一方、団子は小
こ

正
しょう

月
がつ

に作る繭
ま ゆ だ ま

玉団子や、十五夜団

子、四十九日の法要に際して作る団子など、様々な

儀礼で用いられる特別な食べ物です。吉見町の安楽

寺で 6 月 18 日に開かれる「厄除け朝観音」で売ら

れる厄除け団子など、厄除けの御利益を持つ団子を

頒布する寺社も全国各地にあります。

普通、五十五の団子は一人で食べるものとされて

います。還暦を前にした 55 歳に、生命力の更新を

図るために周囲の人々が作ってくれた団子を体内に

取り入れることで、厄除けや長寿を実現しようとし

たものでしょう。

ではなぜ五十五の団子は局地的に分布しているの

でしょうか ? これについては来年度計画している企

画展「祝いの民俗」の中で、他の習俗と絡めて御紹

介できるよう、現在調査を進めています。どうぞ御

期待ください。　　　　　　（展示担当　内田幸彦）

歴史のしおり 73

今回作ってみた五十五の団子
（55 歳の学芸員が完食しました。）
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日米人形交流と答礼人形秘話
　平成 27 年度に東京都墨田区で小林人形資料館を

運営している小
こ

林
ばやし

操
みさお

さんから、文部省の学務局長を

務めた関
せき

屋
や

龍
りゅう

吉
きち

が、答礼人形「倭
やまと

日
ひ

出
で

子
こ

」に仮託し

て、アメリカ各地での歓迎ぶりを記した旅行記兼報

告書『アメリカへ行ったお人形の日記』( 昭和 5 年、

日本国際児童親善会出版、序文は渋沢栄一でその原

稿は渋沢史料館に現存 ) と答礼人形「東京府・栃木県」

紙焼写真が当館に寄贈されました。

　『アメリカへ行ったお人形の日記』は国立国会図

書館にも収蔵されておらず、全国でも 3 冊しか確認

されていない言わば幻の本です。

　昭和 2 年に行われた日米人形交流の直接のきっか

けは、大正 13 年に米国議会で排日条項を含む「新

移民法」の可決という事態でした。アメリカン・ボー

ドの宣教師として来日して同志社大学神学部教授も

務めたシドニー・ルイス・ギューリックは「次の世

代の子供たちにお互いの文化的理解と好意の確固と

した基盤を打ち立てることで、未来の世界平和を達

成する」ことを目的とした世界国際親善会を設立し、

日本には雛祭りという習俗が 3 月にあることを知っ

ていたので、日本の子供たちに 100,000 体の人形を

贈って日米両国の子供たちが子供のころから仲良く

することをねらったドール・メッセージプランを計

画しました。

　人形製造にも新しい技術が導入され始めた頃で大

量生産が可能になった時期だったために、全米各地

から約 13,000 体の人形が集められて、3 月に間に

合うように船で日本に向けて送られました。

　日本では、渋沢栄一を会長とする「日本国際児童

親善会」が組織されて、米国から送られて配布され

た人形は 12,739 体です。埼玉県には 178 体が配布

されたことが渋沢史料館に残る書類から確認できる

ものの、平成 27 年現在では 12 体しか残っていな

いのが残念です。

　他所から品物を贈られた時に何もしないのは気が

済まないということで、答礼人形の計画が持ち上が

り、高さ 80 センチの市松人形が贈られることとな

り、一種のコンクールで製作が競われることになり

ました。大正天皇の喪に服していた人形業界は久し

ぶりに活況を呈することとなり、寄贈者の義父にな

る人形生地師の小
こ

林
ばやし

岩
いわ

四
し

郎
ろう

は 200 個の生地を作り希

望する人形師に分けて、100 体近くの人形が完成し

て優秀な作品51体と京都製7体の58体が選ばれて、

付属品とともに船でクリスマスに間に合うようにア

メリカに送られました。

　答礼人形は、日本で初めて白足袋を履かせた人形

で、小さすぎて大人向足袋専門の人では作れず、発

想転換して力士の足袋を作る職人に作ってもらい難

題を解決したといわれます。代表人形「倭日出子」

及び 6 大都市 ( 東京市、京都市、大阪市、神戸市、

名古屋市、横浜市 ) の人形は京都製の木彫りの人形、

海外領土 ( 朝鮮、台湾、樺太、関東州 ) と各道府県

の人形は東京雛人形卸商組合製作に係るものです。

　答礼人形のうち何体かの人形は渋沢栄一本人が名

付け親で、「ミス埼玉県」とも呼ばれる人形は「秩
ちち

父
ぶ

嶺
ね

玉
たま

子
こ

」という名前を持っています。また、栄一

は青い目の人形が米国から贈られた直後に作られた

映画に子役とともに出演もしています。

　答礼人形は、米国内を巡回展示されているうちに

取り違えが行われて、台座の名称と本体の人形が

異なる場合が多くあります。サウスカロライナ州

チャールストン市のチャールストン博物館にある

「ミス埼玉県」は昭和 2 年当時の「ミス台湾」であり、

ペンシルバニア州ピッツバーグ市カーネギー自然歴

史博物館の「ミス高知県」と言われている人形が昭

和 2 年当時の「ミス埼玉県」です。

　　　　　　　　( 資料調査・活用担当　針谷浩一 )

学芸員ノート

答礼人形「東京府（左）・栃木県（右）」



 1 日 ( 日 )
 5 日 (木・祝)
 8 日 ( 日 )
14 日 ( 土 )
19 日 ( 木 )
28 日 ( 土 )

企画展展示解説
博物館子供まつり　射的遊び・兜をかぶろう
企画展展示解説
新収集品展オープン ( ～ 7/3)
藍染風呂敷作り
十二単・小袿と男子装束の着装体験

■ 
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                                                           （編集発行）　　　

〒330-0803さいたま市大宮区高鼻町 4 丁目219 番地
TEL.　048-641-0890 （管理）
      　048-645-8171 （学芸）
FAX.  048-640-1964
http://www.saitama-rekimin.spec.ed.jp/

3 月

 1日 (火 )
 5日 (土)  
 6日(日)
 
12日(土)
19 日 ( 土 )
20 日 ( 日 )

21 日 (月・休)
27 日 ( 日 )
29 日 ( 火 )

美術展示「春の宴」( ～ 3/27)
十二単・小袿と男子装束の着装体験
型付け藍染め

火おこし体験教室
企画展「蔵出し資料」オープン ( ～ 5/8)
企画展関連講座

「安政大地震後の世相を伝える鯰絵」
博物館春まつり ポン菓子作り
企画展展示解説
美術展示「武家の美」( ～ 6/12)

4 月
  9日(土) 
10 日 ( 日 )
23 日 ( 土 )  

26 日 ( 火 )

十二単・小袿の着装体験
企画展展示解説
歴史民俗講座

「企画展『蔵出し資料』から」
埼玉の人物「柳沢吉保」( ～ 7/24)

6 月

21 日 ( 火 )

25 日 ( 土 )

美術展示「祈りの美」オープン
民俗展示室「牛馬と農耕」オープン
お囃子体験教室
歴史民俗講座

5 月

埼玉県立歴史と民俗の博物館だより
Vol.10-3　( 通巻 )第30号
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■企画展「蔵出し資料 - 館有コレクションの優品 -」 3 月 19 日（土）～ 5 月 8 日（日）

　※イベントは事情により変更する場合があります。

　　詳細はお問い合わせください

歴史と民俗の博物館イベント情報(3月〜6月) 埼玉県のマスコット
コバトン

8 日 ( 火 ) ～ 9 日 ( 水 ) 　館内消毒（臨時休館日）

14 日( 火) ～ 19 日 ( 日 ) 　
　　　　　館内消毒・清掃（臨時休館日）

毎週土曜日には博物館裏方探検隊を実施！

今後の展覧会　　

埼玉の人物「本多 静六」（1/19 〜 4/24）開催中
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